
将
しょう

棋
ぎ

の言
こと

葉
ば

と駒
こま

の動
うご

かし方
かた

を覚
おぼ

えよう1
将
しょう

棋
ぎ

は、動
うご

き方
かた

がちがう8種
しゅ

類
るい

の駒
こま

を使
つか

って戦
たたか

うよ。２
ふたり

人で対
たい

戦
せん

し、1
ひとり

人ずつ順
じゅん

番
ばん

に駒
こま

を動
うご

かして、相
あい

手
て

の王
おう

将
しょう

（または玉
ぎょく

将
しょう

）を逃
に

げられなくした方
ほう

が勝
か

ちな
んだ。まずは将

しょう

棋
ぎ

で使
つか

われる言
こと

葉
ば

と、駒
こま

の名
な

前
まえ

、動
うご

かし方
かた

を覚
おぼ

えよう。

羽
は

生
ぶ

善
よし

治
はる

さんの国
こく

民
みん

栄
えい

誉
よ

賞
しょう

受
じゅ

賞
しょう

や、藤
ふじ

井
い

聡
そう

太
た

さんの連
れん

勝
しょう

記
き

録
ろく

こうしん
などをきっかけに、将

しょう

棋
ぎ

がたくさんの人
ひと

に注
ちゅう

目
もく

されるようになっている
よ。将

しょう

棋
ぎ

は、ずっと昔
むかし

から日
に

本
ほん

人
じん

が親
した

しんできたゲームだよ。どんなと
ころが面

おも

白
しろ

いのかな？ ルールを覚
おぼ

えて遊
あそ

んでみよう。

ぼくは5才
さい
で

将
しょう
棋
ぎ
を始

はじ
めて、

中
ちゅう
学
がく
2年

ねん
生
せい
の時

とき
に

プロ棋
き
士
し
に

なったんだ。

将
しょう
棋
ぎ
をすることを

「将
しょう
棋
ぎ
を指

さ
す」と

いうよ。

将
しょう
棋
ぎ
の試

し
合
あい
の

ことを「対
たい
局
きょく
」

というよ。

相
あい
手
て
の王

おう
将
しょう
･玉

ぎょく
将
しょう
を取

と

れる場
ば
所
しょ
に駒

こま
を動

うご
かす

ことを「王
おう
手
て
」というよ。

王
おう
将
しょう
･玉

ぎょく
将
しょう
が逃

に
げられ

なくなることを
「詰

つ
む」というよ。

指
さ

す
対
たい

局
きょく

王
おう

手
て

詰
つ

む

将
しょう

棋
ぎ

で使
つか

われる言
こと

葉
ば

駒
こま

の名
な

前
まえ

と動
うご

かし方
かた

歩
香

金 飛 王

香
きょう

車
しゃ

前
まえ
に1マスだけ進

すす
める

よ。

前
まえ
とななめ前

まえ
、横

よこ
、真

ま
後
うし
ろの

どれか1マスに進
すす
めるよ。

前
まえ
に、どこまででも進

すす

めるよ。

縦
たて
と横

よこ
にどこまででも

進
すす
めるよ。

全
ぜん
部
ぶ
の方

ほう
向
こう
にどれか

1マスずつ進
すす
めるよ。

銀

前
まえ
とななめ前

まえ
、ななめ後

うし
ろ

のどれか1マスに進
すす
めるよ。

桂

ななめ前
まえ
の1マスに

ジャンプして進
すす
めるよ。

桂
けい

馬
ま

銀
ぎん

将
しょう

角

ななめにどこまででも
進
すす
めるよ。

金
きん

将
しょう

角
かく

行
ぎょう

王
おう

将
しょう

玉
ぎょく

将
しょう

飛
ひ

車
しゃ

歩
ふ

兵
ひょう

ルールを覚
おぼ

えて実
じっ

際
さい

に遊
あそ

んでみよう2
駒
こま

の名
な

前
まえ

と動
うご

かし方
かた

を覚
おぼ

えたら、次
つぎ

に基
き

本
ほん

的
てき

なルールを覚
おぼ

えよう。
ルールを覚

おぼ

えれば、子
こ

供
ども

も大
おと

人
な

も関
かん

係
けい

なく、誰
だれ

とでも遊
あそ

べるのが将
しょう

棋
ぎ

の魅
み

力
りょく

だよ。

取
と
った駒

こま
（持

も
ち駒

こま
）

は、駒
こま
を動

うご
かす代

か

わりに、空
あ
いたマ

スに打
う
って使

つか
うこ

とができるよ。

取
と

った駒
こま

を使
つか

うことができる

自
じ
分
ぶん
の駒

こま
が相

あい
手
て
の陣

じん
地
ち
に入

はい
ると、裏

うら
返
がえ
して、金

きん
将
しょう
と同

おな
じ

動
うご
きができるようになるよ。これを「成

な
る」というよ。

相
あい

手
て

の陣
じん

地
ち

でパワーアップできる

指
さ
す順

じゅん
番
ばん
は「振

ふ
り駒

ごま
」で決

き
めるよ。どちらか

1
ひとり
人が3枚

まい
か5枚

まい
の歩

ふ
兵
ひょう
をよくまぜて落

お
とし

て、表
おもて
が多

おお
かったら振

ふ
った人

ひと
が先

せん
手
て
、裏

うら
が多

おお

かったら振
ふ
った人

ひと
が後

ご
手
て
になるよ。

先
せん

手
て

･後
ご

手
て

は振
ふ

り駒
ごま

で決
き

める

詰
つ
められてしまった時

とき
、これから詰

つ
められる

ことがわかった時
とき
には、最

さい
後
ご
まで戦

たたか
わずに、

自
じ
分
ぶん
から負

ま
けを認

みと
めるよ。これを「投

とう
了
りょう
」と

いうよ。

自
じ

分
ぶん

で負
ま

けを認
みと

める

駒
こま
を動

うご
かした時

とき
に、駒

こま
から指

ゆび
を放

はな
したら、

もうやり直
なお
しはできないよ。

待
ま

ったなし と金
きん

歩
ふ

兵
ひょう

成
なり

香
きょう

香
きょう

車
しゃ

成
なり

桂
けい

桂
けい

馬
ま

成
なり

銀
ぎん

銀
ぎん

将
しょう

「と金
きん
」「成

なり
香
きょう
」「成

なり

桂
けい
」「成

なり
銀
ぎん
」は、金

きん

将
しょう
と同

おな
じ動

うご
きがで

きるようになるよ。

「金
きん
将
しょう
」と「王

おう
将
しょう

（玉
ぎょく
将
しょう
）」は変

へん
身
しん

しないよ。

馬

角
かく

行
ぎょう

 は  龍
りゅう

馬
ま

 に変
へん

身
しん

!

龍

ななめにもどれか1マス進
すす
める

ようになるよ。

飛
ひ

車
しゃ

 は  龍
りゅう

王
おう

 に変
へん

身
しん

!

変
へん

身
しん

!

前
ぜん
後
ご
左
さ
右
ゆう
にもどれか１マス進

すす
め

るようになるよ。

取られた
～と

こんにちは、藤
ふじ

井
い

聡
そう

太
た

です。
将
しょう

棋
ぎ

に勝
か

つためには、一
いっ

手
て

一
いっ

手
て

を大
だい

事
じ

にして、常
つね

に心
こころ

を落
お

ち着
つ

かせることが大
たい

切
せつ

だよ。
負
ま

けた時
とき

は、失
しっ

敗
ぱい

を
忘
わす

れずに、ちゃんと
次
つぎ

に生
い

かすように
しよう。電

でん

気
き

こども
シリーズをきっかけ
に、みんなが将

しょう

棋
ぎ

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってくれ
たらうれしいな！

強
つよ
い弱

よわ
い

裏
うら

表
おもて

ふひょう

と金
きん

きょうしゃ

成
なり
香

きょう

けいま

成
なり
桂
けい

ぎんしょう

成
なり
銀
ぎん

きんしょう

なし

かくぎょう

龍
りゅう
馬
ま

ひしゃ

龍
りゅう
王
おう

おうしょう

なし

日
に
本
ほん
で、

今
いま
の将

しょう
棋
ぎ
のルールが

できたのは、約
やく
800年

ねん
前
まえ
のこと

だといわれているよ。

駒
こま
と将

しょう
棋
ぎ
盤
ばん
が

なかったら、紙
かみ
に

書
か
いて手

て
作
づく
り

すればできるよ！

駒
こま

台
だい

将
しょう

棋
ぎ

盤
ばん

詰
つ

めるまでに自
じ

分
ぶん

が5回
かい

指
さ

すことができるんだ！ 

答
こた

えは、一
いち

番
ばん

下
した

に書
か

いてあるよ！

9手
て

詰
づ

め
藤
ふじ

井
い

聡
そう

太
た

さんの
詰

つ

め将
しょう

棋
ぎ

にちょうせん！
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馬

銀
飛

歩

歩

歩

玉

自
じ

分
ぶん

の
持
も

ち駒
ごま

相
あい

手
て

の
持
も

ち駒
ごま

詰
つ
め将

しょう
棋
ぎ
は王

おう
手
て
の

連
れん
続
ぞく
で、相

あい
手
て
の王

おう
将
しょう
を

詰
つ
めるパズルだよ。

　　　　　　

ホームページでもしょうかいしているよ！

http://www.chuden.co.jp/kids/denkipaper/
してね。今までのテーマも見られるよ。
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第742号は

将
しょう

棋
ぎ

号

 平成30年11月1日発行

次
じ

号
ごう

は「チョコレート」だよ！お楽
たの

しみに！

〒461-868062円 ①
学
校
名
　
　

②
学
年
・
組  

③
名
前

④
ク
イ
ズ
の
答
え

⑤
感
想

うら面
めん

表
おもて

面
めん

中
部
電
力 

広
報
室

　
電
気
こ
ど
も

　
　
シ
リ
ー
ズ
係

http://www.chuden.co.jp/kids/denkipaper/

してね。電気こどもシリーズ  クイズ で
おもな参考文献

「マンガ版 将棋入門」藤井ひろし　著（株式会社創元社）「これマジ？ ひみつ
の超百科14 天才！ 奇才！ プロ棋士超百科 将棋編」大川慎太郎　著（株式会
社ポプラ社）、「羽生善治 はじめての子ども将棋 まんがイラストでよくわか
る！」羽生善治、公益社団法人 日本将棋連盟　監修（株式会社西東社）

前
ぜん

号
ごう

のクイズ  日
に

本
ほん

の外
がい

来
らい

生
せい

物
ぶつ

の数
かず

は何
なん

種
しゅ

類
るい

いるのかな？
答
こた

え＝  ②2,000種
しゅ

類
るい

以
い

上
じょう

●正
ただ

しく答
こた

えた人
ひと

の中
なか

から
　抽

ちゅう

選
せん

で、30名
めい

に「図
と

書
しょ

カード」を
　プレゼントするよ。
●しめ切

き

り：平
へい

成
せい

30年
ねん

12月
がつ

1
とお

0日
か

　 賞
しょう

品
ひん

は平
へい

成
せい

30年
ねん

12月
がつ

31日
にち

までに校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

あてに送
おく

ります。

せい

こた

あ

かい

クイズに答えてプレゼントを当てよう！

将
しょう

棋
ぎ

の駒
こま

は
何
なん

種
しゅ

類
るい

あるかな？
①8種

しゅ

類
るい

②6種
しゅ

類
るい

ヒントは、必
かなら
ずこの新

しん
聞
ぶん
のどこかに書

か
いてあるから、よ〜く見

み
てね！

答
こた

 え

問
もん

 題
だい

ホームページからも応
おう

募
ぼ

できるよ。

はがきの応
おう

募
ぼ

方
ほう

法
ほう

次
つぎ

のあて先
さき

に、①〜⑤を記
き

入
にゅう

して送
おく

ってね。
※①の学

がっ
校
こう

名
めい

は「○○市
し
（町

ちょう
村
そん

）立
りつ

○○小
しょう

学
がっ

校
こう

」と必
かなら

ず

　書
か

いてね。（例
れい

）名
な

古
ご

屋
や

市
し

立
りつ

 中
ちゅう

電
でん

小
しょう

学
がっ

校
こう

「クイズの答
こた

え」や「おたより」の送
おく

り方
かた

はがき、またはホームページから応
おう

募
ぼ

してね。
ホームページの「みんなのおたよりコーナー」に
掲
けい

載
さい

された5名
めい

には、「藤
ふじ
井
い
聡
そう
太
た
さん直

じき
筆
ひつ
サイン

色
しき
紙
し
」をプレゼントするよ。

＊1月
がつ

1
つい

日
たち

発
はっ

行
こう

予
よ

定
てい監修：日本将棋連盟 クイズの答

こた

え ▲2五飛△2四銀▲1四角△同玉
▲1三銀成△同銀▲1五飛△同玉▲2五飛成


